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～認知症になっても安心して暮らせる社会を～ 

令和６年度 『認知症のひろば』を開催しました 

 

 令和６年１１月１４日、札幌市かでる２.７において、「認知症のひろば」を開催しました。 

今年は、従来の４つのひろば形式から、『相談のひろば』として気軽に相談できる場、『学びのひ

ろば』として介護体験を通して認知症の理解を深める場の２つのひろばを実施しました。 

本号では、『学びのひろば』の講演を２面、『相談のひろば』の概要を４面にて報告します。 

介護体験発表は１月発行の次号４４６号にて報告します。 
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 

『相談のひろば』では、９名の方から介護の方法や悩み、住まい等に関する相談をお受けしました。 

 

 

 

 

 

 

札幌認知症の人と家族の会 
札幌市中央区北２条西７丁目 かでる２・７ 

北海道ボランティア・市民活動センター内 

電話＆ＦＡＸ ０１１－２８１－２９６９（火・水） 

Email:nagomi@rainbowwin.net 

https://www.sapporo-kazoku.jp/      

第４４５号 ２０２４年（令和６年）１２月 発行 

▲講演でお話しする大野会長 ▲介護体験発表の会員Ｍさん 

▲学びのひろばには４２名参加いただきました ▲講演の様子 
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▲ご自身やご家族のことを心配される相談をお受けしました 
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♥初めに 

本日の話は、私が母を介護した経験と「札幌

家族の会」でのいろいろな方との相談に立ち会

った経験から「認知症について少しでも参考に

してほしい」との思いでお話します。 

♥認知症の現状と発想の転換を 

現在の日本は超高齢社会で人生１００年時代、

厚労省の推計では２０２５年には６５歳以上の人

の５人に１人が認知症に、８５歳以上では２人に

１人が認知症になると言われています。ご夫妻

で片方が認知症になると一方が介護者に、すべ

ての人が認知症の当事者というのが現実です。

認知症と共に付き合って行く気持ちが大切です。 

♥認知症の基礎知識 

認知症の定義は、いろいろな原因で脳の細胞

が死んでしまったりして、脳の司令塔の働きに

不都合が生じ、様々な障害が起こり生活をする

上で支障が６ケ月以上継続している状態と言わ

れます。特に、認知症の人は記憶障害や認知能

力の低下、判断力の低下が進んでも人間として

の感情は豊かに残っています。五感（見る、聞く

等）情緒（喜怒哀楽・恥ずかしさ・好き―嫌い、敵

―味方等）昔の記憶、体で覚えたこと等です。認

知症になったら何もわからなくなるのではない

ので、介護者は十分理解して接することが必要

です。 

♥軽度認知障害（ＭＣＩ） 

最近の研究では、この段階を上手に対応する

ことにより認知症のリスクを回避し、進行を遅

らせると言われています。健康な状態と認知症

の間、６５歳以上の１～２割が発症すると言われ、

日常生活は自立・認知症ではない、ＭＣＩから認

知証へ１年で１０％、５年で４０％進行、ＭＣＩの状

況で予防措置を講じると１６～４０％の割合で

健康な状態へ回復すると言われています。ＭＣＩ

と診断されたら、正しい生活習慣で回復の可能

性、食生活の改善、運動等、家族はじめ周囲の

人と協力し、支えていくことが必要です。 

♥認知症の予見、予防 

過去には認知症の症状が出て、初めて本人の

不安、介護者の戸惑いがありましたが、今はそ

の先、認知症に対する予見・予防が大事になっ

てきています。一人一人が認知症の事を正しく

理解し、ご家族が認知症になったり、ご自身が

認知症になった時にどのような治療やケアを受

けたいか、について認知症になる前から良く考

え、話し合う機会があれば「その時」が来てもあ

わてたり、不安になったりせずに済みます。 

♥早期発見（気づき）早期診断、早期対応 

早めの対応により、条件によっては新薬での

治療で、認知症の進行を遅らせたり、緩和出来

る可能性もあります。また、早めの診断により、

介護認定による効果的な治療と介護サービス

の有効利用につながり、何も手を打たなければ

症状がどんどん進行していきます。 

♥一人で抱え込まない 

介護保険は認知症本人だけでなく、介護者の

ための保険です。介護者が抱え込みすぎると共

倒れになり、本人にとっても不幸です。認知症

の人を支える関係機関、介護保険サービス、い

ろいろな人の協力により、介護負担が軽減され、

介護者も息抜きでき、良い介護につながります。 

♥生活習慣を正しく、生活リズムを一定に 

起床、就寝、食事、排泄等を一定時間にするこ

とで、最初は大変ですが慣れてくると身体が覚

え、介護者の時間を計画的に利用できます。 

♥認知症本人との信頼関係を築くために 

①認知症についての正しい理解、②本人の気

持ちを理解する事、③笑顔で接する、ほめる、感

謝、相槌、④怒らない、否定しない、失敗を指摘

しない（反する対応をすると悪感情を持たれ良

い介護は出来ない）、⑤本人の過去話の傾聴や

趣味等の理解が信頼関係につながります。 

♥認知症の人と共に生きるために（まとめ） 

①認知症の診断で人生は終わらない、②認知

症の正しい知識を身に着けよう、③介護保険・

サービスの有効利用、④家族だけで抱え込まな

いで、⑤仲間と支援者を探そう、困った時に助

けてくれる人、気楽に話せる仲間、⑥社会や地

域とつながろう（講演会・ケア友の会・認知症カ

フェ・家族の会）、⑦ストレス発散のための息抜

きをしましょう（介護者のために）。

『学びのひろば』  

講演：超高齢社会の今、認知症を克服するための知識と理解を学ぶ        
札幌認知症の人と家族の会会長 大野 孝 

会報なごみ№445 



 ３  
会報なごみ№４４５ 

 

 

１２月の「つどい」ご案内 

内 
 

 

  

 【と き】 ２０２４年１２月２０日（金） １３：３０～１５：３０ 

【ところ】 手稲区民センター ２階 第１・２会議室 

 札幌市手稲区前田１条１１丁目 JR「手稲駅」下車 北口徒歩５分  

【問い合わせ】 家族の会事務局 ☎２８１－２９６９（火・水） 
※出欠の予定をお知らせいただけると助かります。よろしくお願いします。 

    ※１月の「つどい」は新年会のためお休みします。 

❀妻を介護 夫 

 初参加です。家内が５年前軽度の認知症と診

断され、現在要介護２です。小規模多機能のデ

イサービス週４回とショートステイを利用して

います。今の悩みは、家内が昔から参加してい

た老人クラブ会合に行くことを嫌がるようにな

ったことです。認知症であることを公表し、老

人クラブでも認知症サポーターの講習等もして

いますが、やはり介護してみなければ実態はわ

かってもらえないかなと、悩んでいます。また、

最初に診断を受けた医師はよかったのですが、

数年し医師が変わると対応が投げやりで、病院

は変えたくないのですが、しっかり診てくれる

医師のいる病院を探しています。 

❀会員から 

 老人クラブや町内会などでの対応については

本人が悪いのではなく、やはり周りの方の認知

症の知識と理解がないことが一番の問題だと思

います。札幌家族の会でも「認知症サポーター

養成講座」を実施できます。家族の立場からの

発信ができます。利用してください。 

❀会員から 

 認知症の方への対応については、多くの皆さ

んに理解を深めて頂きたい！家族ならではの強

い願いですね。わかっていただけるよう繰り返

し発信していくこと必要だと思います。 

❀会員から 

 医師は、医療の専門知識も大事ですが、患者

の心を言葉で治療する、穏やかに安心させるこ

とが大事といわれているようです。これができ

ない先生も多いです。医師を選ぶときに参考に

したいと思います。 

❀会員から 

 お医者さんも本当にいろいろな方がおられま

す。かかりつけ医を見直してみるべき時がある

かも？お医者さんの意識改革が進んでくること

を願わずにはいられません。 

❀会員から 

 私の場合、夫が通院していた病院が末期にな

るまで診てくれました。私は特別困りごとなく

過ごせました。よい先生で、また看護師さんも

やさしい方が多かったと思います。 

❀会員から 

 最近皆さん病院探しでは苦労されています。

偶然良い先生に当たる場合もありますが、だめ

かなと感じたときはケアマネージャーなど地域

事情に詳しい方の意見を聞いて、思い切って病

院変更を判断する必要があるかと思います。 

❀母と同居 娘 

 ５年前位に入会しました。１１年間特養の認

知症フロアで身体介護しました。介護福祉士で

あるので何かお役に立つことがあればと思って

います。母は８４才要支援（年齢相応の手間は

かかってきました）また、叔母姉妹はグループ

ホームに入りました。今日は具体的な困ってい

る話をきけてよかったです。 

❀夫を看取り終えた 妻 

 ご近所の方から、昼夜逆転している場合どう

したらよいか？と尋ねられました。 

❀会員から 
デイサービスなどで昼間しっかり活動すると夜
寝てくれることが多いです。介護サービスの利
用につなげるのが良いです。包括や介護予防セ
ンターに相談することをお勧めします。 

１１月の「つどい」は１１月２０日（水）南区民センターで１１名の参加をいただき開催しまし
た。「ちょこっと学習会」は、札幌家族の会大野会長より「一人で抱え込まず、介護保険の有効利

用といろいろな人の協力を」のテーマで講話されました。前半は会長自ら出演した介護体験のテ
レビ動画を映写しました。後半はアルツハイマー型認知症の実母介護体験から、具体的に利用し

た介護保険・サービスの実例を多数紹介されました。また、多くの協力者での自宅介護のメリッ
トや介護方法の一例として「噓も方便」、「言葉遊び」についても説明されました。 

その後のいつもの語り合いでの皆さんの発言概要は、以下のとおりです。 

ちょこっと学習会テーマは 

「日常生活自立支援事業」に

ついての予定です。 
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年末年始のお知らせ 
 

活動納め  令和６年１２月２５日（水） 

活動初め  令和７年 １月 ８日（水） 

12月のミニサロンのお知らせ 
・と き：１２月１１日（水） 
・ところ：かでる２・７ ２階 ボランティアルーム 
時間は午後１：００～３：００です。お待ちしています。 

※１月のミニサロンはお休みです。 

 

 

 

 
雪が降ってとうとう師走です。今年一年はどんな年でしたでしょうか。 

札幌家族の会は、４０周年記念を皆さまとともに無事終えることができ、嬉しい一年でした。 

皆さま一年の締めくくりを健康にお過ごしいただき、どうぞ良いお年をお迎えください。 
 

🎍令和７年『新年会』は１月２３日（木）１１：００～１４：００ かでる２.７の５階で開催 

チラシを同封しました。会場の定員枠があります。事前のお申し込みをお願いします。 

皆さまお誘い合わせのうえ、ご参加をお待ちしています。 
 

⛄入会会員 どうぞよろしく。 

ＩＭさん(賛助)、ＫＡ子さん(西区)、ＴＴさん(東区)、ＫＭさん(南区)  
 

⛄退会会員 どうぞお元気で。社会福祉法人大友恵愛会様(賛助)、ＡＭさん(賛助)、 

ＫＴさん（北区）、ＫＳさん（豊平区）、ＳＡさん（厚別区）、 

ＳＹさん（白石区）、ＮＨさん（厚別区） 
 

⛄ご厚志をありがとうございました。 （１１月）２３,０００円 

ＹＲさん、ＯＴさん、ＭＫさん、ＴＡさん 

  

 

   

 

       

 
 

 

 

⛄１１月の活動日誌 

５日-会報「なごみ」編集会議、６日-会報「なごみ」発行・事務局会議・中央区第２地域包括主催認知症

サポーターステップアップ講座講師（中嶋協力）、８日-豊平区社協主催美園小学校認知症ステップアップ

講座講師（大野・鈴木協力）、１２日-役員会、１３日-ミニサロン・南区ケア友の会講師（時政協力）、   

１４日-認知症のひろば、１８日・２９日-手稲区認知症サポーターステップアップ講座講師（下村協力）・

西区ケア友の会協力（村住）、２０日-つどい（南区）・西区ケア友の会協力（下村）、２６日-札幌市地域

包括支援センター運営協議会（安達）、２７日-白石区ケア友の会協力(田上・島貫)  
 
 

 
 

今年の「認知症のひろば」の『相談のひろば』では９件の相談をお受けしました。 

相談の内訳は、ご自身の相談が２件、認知症・軽度認知障害と思われる夫のことで妻か

らの相談が４件、遠くで一人暮らしをするご兄弟の相談が２件、父親を介護する娘さんから

の相談が１件でした。 

相談の内容は、①物忘れや理解力の低下等への不安、②同じ話を何度も繰り返す家族 

にイライラして怒ってしまったことへの後悔、③薬の飲み忘れやカード・印鑑をなくした際の

再発行手続きの大変さ、④両親や配偶者が様変わりして、スムーズにコミュニケーションが取

れなくなるストレス、⑤離れて暮らすことへの心配等様々でした。 

相談では、誰もがいずれは認知症になる可能性がある事をご自身の問題として受け止め、

今後、どうしていったら良いのだろうか、と不安を吐露する方もいらっしゃいました。また、認

知症の方に接する時は、「怒らない」「笑顔で優しく」等の原則をお話した上で、介護保険サー

ビスのような周囲の人の力を借りることで、自分自身の事も大切にしてほしいとお伝えしました。 

井戸端サロン１２月 ～令和６年度認知症のひろば『相談のひろば』より～ 

 

 

事務局だより 

会報なごみ№445 

M．Y 様 （R6.11 ご逝去） 

これまで会を支えてくださり 

ありがとうございました 


